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カル種が ESR で観測できることを見い出し、観測された ESR スペクトルを用いて、素反応速度定数を決定し、重
合挙動を明らかにしている。また、イタコン酸ジアルキルの重合系において、素反応速度定数に及ぼす置換基効
果や溶媒効果を明らかにしている。
(2) ラジカル重合における反応規制が困難である理由は、中間体がフリーラジカル種で、あることに起因する。本研
究では、重合系に低分子ゲル化剤を添加することによって、成長ラジカル種が長寿命化することを見い出し、低
分子ゲ、ル化剤によって形成されるネットワーク構造が、停止反応を抑制するだけでなく、ゲル中で進行する後重
合に大きな影響を及ぼすことを明らかにしている。その他、メタクリル酸メチルのラジカル重合系におけるアラ
ーレン及びルイス酸の添加効果を明らかにしている。また、これまでほとんど報告例のないラジカル環化重合系
へのルイス酸の添加効果について検討し、ルイス酸の添加によって環化重合反応性が顕著に変化することを明ら
かにしている。
(3) 通常のピニルポリマーでは、疑不斉の問題が解消されないため、光学活性ポリマーを得ることは困難で、あるが、
本研究ではポリマー主鎖に不斉炭素が生じるラジカル環化重合系に着目し、光学活性物質の添加効果についで明
らかにしている。分子内環化反応により進行するモノマーの重合を、モノマーと相互作用する光学活性物質存在
下で行い、光学活性ポリマーが生成することを見い出している。
以上のように、本論文は、ラジカル重合における素反応解析法を確立し、素反応解析からモノマーの反応性を明確
にするとともに、重合反応に及ぼす種々の添加物の効果を明らかにしている。すなわち、素反応解析により重合挙動
を明確にしたモノマーを用いることによって、添加物の作用機構ならびに重合反応に及ぼす効果を正しく評価し、成
長ラジカル種の反応規制に関して重要な指針を提供している。本研究で得られたラジカル重合反応の精密制御に関す
る知見は、高分子化学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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